
聖杯大戦異譚

中澤織部



【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
赤
の
陣
営
と
黒
の
陣
営
が
争
う
、
総
勢
十
四
騎
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
集
う
聖
杯
大
戦
。

　
し
か
し
、
彼
ら
の
預
か
り
知
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
の
陣
営
が
動
き
出
す
。

　
彼
ら
は
『
銀
の
陣
営
』。

　
今
、
聖
杯
大
戦
の
行
方
は
、
不
確
か
な
流
れ
に
移
ろ
う
と
し
て
い
た
。
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銀
の
陣
営
　
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
一
覧

銀
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
　
ス
テ
ー
タ
ス
一
覧
　
そ
の
①

　【
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
】
〝
銀
の
〞
ア
ー
チ
ャ
ー

【
マ
ス
タ
ー
】
滝
川
善
次
郎

【
真
名
】
源
〝
鎮
西
八
郎
〞
為
朝

【
属
性
】
混
沌
・
中
庸

【
ス
テ
ー
タ
ス
】

　
筋
力
：
Ａ

　
耐
久
：
Ｂ
＋

　
敏
捷
：
Ｃ
＋

　
魔
力
：
Ｄ
＋

　
幸
運
：
Ｄ

　
宝
具
：
Ｂ
＋
＋

　【
保
有
ス
キ
ル
】
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対
魔
力
：
Ｃ

　
魔
術
に
対
す
る
抵
抗
力
。

　
生
前
は
魔
術
と
は
縁
遠
か
っ
た
た
め
に
低
め
だ
が
、
ア
ー
チ
ャ
ー
の
ク
ラ
ス
で
召
喚
さ
れ
た
為
、
多

少
は
本
来
よ
り
も
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　　
単
独
行
動
（
無
双
）：
Ｃ

　
マ
ス
タ
ー
の
不
在
、
及
び
魔
力
供
給
な
し
で
も
長
時
間
現
界
し
て
い
ら
れ
る
能
力
。

　
単
騎
で
兄
義
朝
率
い
る
軍
勢
を
撃
退
し
た
逸
話
や
、
独
り
で
荒
れ
た
九
州
を
統
一
し
た
と
い
う
逸
話

か
ら
、
単
独
で
も
そ
れ
な
り
の
間
を
戦
い
続
け
る
こ
と
が
可
能
で
、
し
か
も
ス
テ
ー
タ
ス
が
上
昇
す
る
。

　　
怪
力
（
弓
張
月
）：
Ａ

　
魔
物
、
魔
獣
の
み
が
持
つ
と
さ
れ
る
攻
撃
特
性
。

　
為
朝
の
場
合
は
、
屈
強
な
武
者
が
五
人
が
か
り
で
や
っ
と
引
け
る
剛
弓
を
軽
々
と
引
い
て
槍
の
よ
う

な
矢
を
放
ち
、
一
矢
で
鎧
を
纏
っ
た
武
者
二
、
三
人
を
貫
き
、
果
て
に
は
一
矢
で
軍
船
を
沈
め
る
と
い
っ

た
、
主
に
弓
に
関
す
る
逸
話
か
ら
特
別
に
ス
キ
ル
と
し
て
昇
華
さ
れ
て
お
り
、
弓
で
攻
撃
す
る
際
の
攻

撃
力
が
爆
発
的
に
増
大
す
る
。

　
※
Ｆ
Ｇ
Ｏ
で
は
自
身
に
攻
撃
力
Ｕ
Ｐ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
無
敵
貫
通
付
与
（
３
タ
ー
ン
）
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鎮
西
八
郎
の
勇
：
Ｂ
＋
＋

　
ア
ー
チ
ャ
ー
が
ま
だ
十
三
歳
の
頃
、
粗
暴
で
あ
っ
た
が
故
に
疎
ま
れ
た
彼
は
、
独
り
で
九
州
へ
と
追

放
さ
れ
た
が
、
孤
立
無
縁
の
状
態
か
ら
九
州
の
荒
く
れ
武
者
を
纏
め
上
げ
た
逸
話
か
ら
生
ま
れ
た
ス
キ

ル
。

　
あ
ら
ゆ
る
戦
闘
の
際
、
不
利
な
状
況
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
自
身
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
底
上
げ
す
る
、
勇

猛
と
戦
闘
続
行
が
合
わ
さ
っ
た
特
殊
複
合
型
ス
キ
ル
。

　
※
Ｆ
Ｇ
Ｏ
で
は
自
身
に
攻
撃
力
Ｕ
Ｐ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
精
神
異
常
弱
体
耐
性
Ｕ
Ｐ
（
３
タ
ー
ン
）
＆
ａ
ｍ

ｐ
；
ガ
ッ
ツ
状
態
を
付
与
（
１
回
７
タ
ー
ン
）

　　
カ
リ
ス
マ
：
Ｃ
─

　
軍
団
や
国
家
の
維
持
に
必
要
な
ス
キ
ル
。

　
ア
ー
チ
ャ
ー
は
追
放
さ
れ
た
先
の
伊
豆
諸
島
を
統
一
し
、
果
て
に
は
落
ち
延
び
、
彼
の
子
が
琉
球
王

朝
を
建
国
し
た
と
い
う
俗
説
が
あ
り
、
変
則
的
で
は
あ
る
が
ス
キ
ル
と
し
て
所
持
し
て
い
る
。

　
※
Ｆ
Ｇ
Ｏ
で
は
味
方
全
体
の
攻
撃
力
Ｕ
Ｐ
（
３
タ
ー
ン
）

　【
宝
具
】
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『
鎮
西
八
郎
弓
張
月
』

　
ラ
ン
ク
：
Ｂ
＋
＋
　
　
　
種
別
：
対
己
・
対
人
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
１
〜
１
０
　
　
　
　
　
　
　
　
最
大
捕
捉
：
１
人

　
保
元
物
語
に
お
い
て
後
世
に
残
さ
れ
た
逸
話
と
、
そ
れ
を
元
に
曲
亭
馬
琴
が
執
筆
し
た
『
椿
説
　
弓

張
月
』
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
俗
説
が
宝
具
化
し
た
も
の
。

　
悲
劇
の
英
雄
と
し
て
語
ら
れ
る
為
朝
の
残
し
た
伝
説
が
昇
華
さ
れ
た
も
の
で
、
逸
話
に
即
し
た
自
身

の
幸
運
以
外
の
全
ス
テ
ー
タ
ス
上
昇
と
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
け
る
有
利
判
定
を
獲
得
し
、
圧
倒
的
な
力

で
敵
に
対
し
て
超
強
力
な
攻
撃
を
叩
き
込
む
。

　
ス
キ
ル
『
無
幸
の
怪
物
』
と
近
し
い
代
物
だ
が
、
規
格
外
の
伝
説
を
数
多
く
残
し
た
為
朝
だ
か
ら
こ

そ
、
宝
具
と
し
て
と
て
つ
も
な
い
恩
得
を
得
る
が
、
代
わ
り
に
幸
運
だ
け
が
ラ
ン
ク
ダ
ウ
ン
し
て
し
ま

う
。

　
Ｆ
Ｇ
Ｏ
で
は
自
身
の
攻
撃
力
大
Ｕ
Ｐ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
宝
具
威
力
Ｕ
Ｐ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
敵
に
超
強
力
な
攻
撃

（
１
タ
ー
ン
）
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
自
身
の
強
化
一
つ
を
ラ
ン
ダ
ム
で
解
除

『
???
』

　　【
Ｃ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｓ
】
〝
銀
の
〞
バ
ー
サ
ー
カ
ー
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【
マ
ス
タ
ー
】
ハ
ン
ナ
・
エ
ウ
レ
カ
・
ル
ー
デ
ル

【
真
名
】
ハ
ン
ス
・
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ル
ー
デ
ル

【
属
性
】
混
沌
・
善

【
ス
テ
ー
タ
ス
】

　
筋
力
：
Ｄ
＋

　
耐
久
：
Ｂ
─

　
敏
捷
：
Ｃ
＋

　
魔
力
：
Ｅ
＋

　
幸
運
：
Ａ
＋

　
宝
具
：
Ｃ
＋
＋

　【
保
有
ス
キ
ル
】　

　
騎
乗
：
Ｃ
─
（
シ
ュ
ト
ゥ
ー
カ
の
み
Ｅ
Ｘ
）

　
本
来
は
ラ
イ
ダ
ー
の
み
が
保
有
で
き
る
ス
キ
ル
。

　
ル
ー
デ
ル
は
愛
用
の
『
急
降
下
爆
撃
機
ユ
ン
カ
ー
ス
Ｊ
ｕ
　
８
７
シ
ュ
ト
ゥ
ー
カ
』
の
み
に
適
応
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
は
自
動
車
程
度
に
し
か
効
果
は
発
揮
さ
れ
な
い
。

　
狂
化
（
出
撃
・
牛
乳
）：
Ｅ
Ｘ
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理
性
を
失
わ
せ
る
代
わ
り
に
、
ス
テ
ー
タ
ス
を
底
上
げ
す
る
バ
ー
サ
ー
カ
ー
の
ス
キ
ル
。

　
ル
ー
デ
ル
は
生
前
か
ら
保
有
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
た
め
に
、
殆
ど
意
味
を
な
し
て
い
な

い
。

　
会
話
そ
の
も
の
は
出
来
て
も
、
ど
う
足
掻
こ
う
と
も
『
出
撃
』
か
『
牛
乳
』
か
『
筋
ト
レ
』
で
完
結

し
て
し
ま
う
た
め
に
、
最
終
的
に
は
会
話
が
成
立
で
き
な
い
。

　　
ソ
連
人
民
最
大
の
敵
：
Ｂ
＋

　
ヨ
シ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
が
名
指
し
で
賞
金
を
懸
け
た
逸
話
か
ら
昇
華
し
た
ス
キ
ル
。
ソ
連
や
、
ま
た

は
そ
れ
に
類
す
る
敵
に
対
し
て
圧
倒
的
に
有
利
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
得
る
。

　
逆
に
、
同
じ
ド
イ
ツ
系
統
の
敵
に
は
こ
の
ス
キ
ル
の
効
果
は
発
揮
さ
れ
な
い
。

　
※
Ｆ
Ｇ
Ｏ
で
は
自
身
に
ロ
シ
ア
・
ソ
連
系
特
効
状
態
付
与
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
攻
撃
力
Ｕ
Ｐ
（
３
タ
ー
ン
）

　　
戦
闘
続
行
：
Ａ
＋
＋

　
決
定
的
な
致
命
傷
を
受
け
な
い
限
り
必
ず
生
き
延
び
、
瀕
死
の
重
症
を
負
っ
て
も
戦
闘
を
可
能
に
す

る
ス
キ
ル
。

　
ル
ー
デ
ル
は
生
涯
で
幾
度
も
撃
墜
さ
れ
、
敵
地
に
取
り
残
さ
れ
た
こ
と
も
一
度
だ
け
で
は
な
か
っ
た

が
、
そ
の
悉
く
を
生
き
延
び
て
き
た
伝
説
を
持
つ
。
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Ａ
＋
＋
は
戦
闘
続
行
ス
キ
ル
の
中
で
も
特
筆
す
べ
き
も
の
で
、
ル
ー
デ
ル
以
上
と
も
な
る
と
、
特
殊

枠
の
ラ
ン
ク
Ｅ
Ｘ
を
保
有
し
て
い
る
舩
坂
弘
が
同
時
代
に
存
在
し
て
い
る
。

　
※
Ｆ
Ｇ
Ｏ
で
は
自
身
に
ガ
ッ
ツ
状
態
付
与
（
１
回
５
タ
ー
ン
）

　　
ジ
ェ
リ
コ
の
ラ
ッ
パ
：
Ｂ

　
シ
ュ
ト
ゥ
ー
カ
の
奏
で
る
破
壊
と
恐
怖
の
轟
音
、
死
神
の
唄
。

　
敵
の
精
神
や
行
動
に
対
し
て
マ
イ
ナ
ス
補
正
を
与
え
、
味
方
の
士
気
を
回
復
さ
せ
る
。

　
※
Ｆ
Ｇ
Ｏ
で
は
敵
全
体
に
精
神
異
常
弱
体
耐
性
ｄ
ａ
ｗ
ｎ
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
防
御
力
ｄ
ａ
ｗ
ｎ
（
３
タ
ー

ン
）
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
確
率
で
ス
タ
ン
状
態
を
付
与
＆
ａ
ｍ
ｐ
；
味
方
全
体
の
攻
撃
力
Ｕ
Ｐ
と
弱
体
耐
性
Ｕ

Ｐ
（
３
タ
ー
ン
）

　【
宝
具
】

『
急
降
下
爆
撃
機
ユ
ン
カ
ー
ス
Ｊ
ｕ
　
８
７
シ
ュ
ト
ゥ
ー
カ
』

　
ラ
ン
ク
：
Ｃ
＋
＋
　
　
種
別
：
対
軍
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
９
９
　
　
　
　
　
　
最
大
捕
捉
：
１
０
０
０
人

　
ハ
ン
ス
・
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ル
ー
デ
ル
の
象
徴
で
あ
り
伝
説
そ
の
も
の
。

　
ド
イ
ツ
軍
が
開
発
し
た
急
降
下
爆
撃
機
で
、
不
安
定
で
扱
い
辛
い
性
能
を
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
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ず
、
ル
ー
デ
ル
は
い
と
も
容
易
く
操
り
、
更
に
は
よ
り
機
体
が
不
安
定
に
な
る
筈
の
専
用
カ
ス
タ
ム
を

施
し
て
い
た
。

　
彼
は
こ
の
機
体
を
初
め
と
し
て
様
々
な
機
体
を
乗
り
回
し
、
戦
果
を
挙
げ
続
け
た
逸
話
を
残
し
て
お

り
、
本
機
で
ソ
連
軍
の
エ
ー
ス
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
戦
闘
機
を
撃
墜
し
、
戦
艦
を
す
ら
沈
め
た
武
勇
か
ら
宝

具
へ
と
昇
華
し
て
お
り
、
彼
が
こ
の
宝
具
を
使
用
し
て
い
る
間
は
、
地
上
に
い
る
相
手
に
圧
倒
的
な
有

利
判
定
を
獲
得
し
、
空
中
戦
闘
で
も
効
果
は
低
い
が
有
利
判
定
を
得
る
。

　
更
に
加
え
て
不
利
な
相
手
と
の
戦
闘
時
に
も
相
性
差
を
打
ち
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
※
Ｆ
Ｇ
Ｏ
で
は
敵
全
体
の
防
御
力
ｄ
ａ
ｗ
ｎ
（
３
タ
ー
ン
）
＋
自
身
の
攻
撃
力
大
Ｕ
Ｐ
（
１
タ
ー
ン
）

＋
全
ク
ラ
ス
と
の
相
性
不
利
無
効
（
３
タ
ー
ン
）
＋
敵
全
体
に
超
強
力
な
攻
撃
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第
一
章
　
銀
の
陣
営
は
動
き
出
す

プ
ロ
ロ
ー
グ
　
　
〝
銀
〞
の
召
喚

　　
暗
闇
の
中
に
、
七
人
程
の
姿
が
あ
る
。

　
年
齢
…
人
種
…
性
別
…
そ
の
何
れ
も
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
彼
ら
に
は
、
一
つ
だ
け
共
通
点
が
あ
っ

た
。

「
さ
あ
諸
君
、
…
…
遂
に
、
遂
に
我
ら
銀
瞳
の
宿
願
が
叶
え
ら
れ
る
時
が
訪
れ
よ
う
と
し
て
い
る
」

　
彼
ら
は
皆
、
左
の
瞳
だ
け
が
白
銀
に
爛
々
と
輝
い
て
お
り
、
そ
れ
が
暗
闇
に
七
つ
、
不
気
味
で
い
て

神
秘
的
に
映
え
て
い
た
。
　

　
彼
ら
は
そ
の
特
徴
か
ら
『
銀
瞳
の
一
族
』
と
称
さ
れ
て
き
た
、
古
い
魔
術
師
の
系
譜
だ
。

　
彼
ら
は
ユ
グ
ド
ミ
レ
ニ
ア
の
よ
う
な
、
由
来
も
系
体
も
問
わ
ず
魔
術
師
の
家
系
を
囲
む
訳
で
は
な

く
、
一
つ
の
始
祖
か
ら
分
か
た
れ
た
、
左
目
が
銀
に
彩
ら
れ
た
血
筋
の
末
裔
の
集
い
で
あ
る
。

　
彼
ら
は
魔
術
協
会
や
彷
徨
海
や
ア
ト
ラ
ス
院
の
よ
う
な
組
織
か
ら
距
離
を
と
り
、
所
謂
歴
史
だ
け
重

ね
た
だ
け
の
、
た
だ
た
だ
影
が
薄
い
一
族
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
。

「
例
え
魔
術
協
会
だ
ろ
う
と
ユ
グ
ド
ミ
レ
ニ
ア
だ
ろ
う
と
、
そ
し
て
聖
堂
教
会
で
さ
え
も
、
我
ら
を
阻
む

こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
」
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七
人
の
中
で
唯
一
人
だ
け
語
り
続
け
て
い
る
男
は
、
地
面
で
煌
々
と
光
を
放
つ
模
様
─
─
世
間
一
般

に
伝
わ
る
と
こ
ろ
の
い
わ
ゆ
る
魔
方
陣
の
前
で
、
大
袈
裟
な
身
ぶ
り
手
振
り
で
彼
の
や
や
後
ろ
に
並
び

立
つ
者
た
ち
に
告
げ
た
。

「
さ
あ
、
触
媒
を
此
処
へ
」

　
男
の
声
に
促
さ
れ
、
六
人
は
魔
方
陣
に
一
つ
ず
つ
、
多
様
な
品
を
置
い
て
い
く
。

　
老
い
た
髭
面
の
修
験
僧
─
─
滝
川
善
次
郎
は
、
ま
る
で
槍
の
穂
先
の
よ
う
に
大
き
く
武
骨
な
、
無
双

の
証
た
る
鏃
を
。

　
白
髪
に
右
目
が
赤
い
少
年
は
─
─
シ
ュ
ル
ク
ー
ザ
・
デ
・
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ン
ツ
ベ
ル
ン
は
血
を

浴
び
た
よ
う
に
赤
い
、
呪
わ
れ
た
装
甲
の
破
片
を
。

　
黒
い
長
髪
を
結
ん
だ
道
服
の
女
性
─
─
劉
・
白
英
は
、
か
つ
て
の
無
双
の
将
が
振
る
っ
た
と
い
う
武

具
の
設
計
図
を
。

　
野
戦
服
に
似
た
姿
の
男
─
─
ヴ
ィ
ル
カ
ー
ナ
・
ミ
ハ
エ
ル
・
カ
ミ
ン
ス
キ
ー
は
、
か
つ
て
散
ら
ぬ
桜

か
ら
手
折
ら
れ
た
と
い
う
、
枯
れ
た
枝
を
。

　
活
発
そ
う
な
ボ
ブ
ヘ
ア
ー
の
少
女
─
─
ハ
ン
ナ
・
エ
ウ
レ
カ
・
ル
ー
デ
ル
は
、
唯
一
人
の
た
め
に
創

作
ら
れ
た
、
唯
一
人
に
し
か
授
与
さ
れ
な
か
っ
た
勲
章
を
。

　
そ
し
て
、
灰
色
の
髪
の
青
年
─
─
神
之
宮
勇
季
は
、
世
に
知
ら
ぬ
者
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
、
伝
説
の

騎
士
達
が
囲
ん
だ
象
徴
た
る
円
卓
の
欠
片
を
。
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「
さ
あ
、
召
喚
の
時
だ
諸
君
。
既
に
私
が
召
喚
し
た
〝
銀
〞
の
セ
イ
バ
ー
に
加
え
て
六
騎
を
召
喚
す
る
。

我
ら
が
宿
願
を
果
た
さ
ん
が
た
め
に
、
此
処
に
新
た
な
る
刃
を
喚
ば
ん
!
」

「
素
に
銀
と
鉄
。
礎
に
石
と
契
約
の
大
公
」

　
男
の
声
に
応
え
る
よ
う
に
、
六
人
は
一
斉
に
詠
唱
を
始
め
る
。

「
手
向
け
る
色
は
〝
銀
〞
」

　
加
え
ら
れ
て
告
げ
ら
れ
る
詠
唱
は
銀
の
陣
営
で
あ
る
証
。

「
降
り
立
つ
風
に
は
壁
を
。

　
四
方
の
門
は
閉
じ
、
王
冠
よ
り
出
で
、
王
国
に
至
る
三
叉
路
は
循
環
せ
よ
」

　
周
囲
に
魔
力
の
奔
流
が
吹
き
始
め
た
。

「
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
。
閉
じ
よ
。

　
繰
り
返
す
都
度
に
五
度
。

　
た
だ
、
満
た
さ
れ
る
刻
を
破
却
す
る
」

　「
─
─
─
─
告
げ
る
。

　
汝
の
身
は
我
が
下
に
、
我
が
命
運
は
汝
の
剣
に
。

　
聖
杯
の
寄
る
べ
に
従
い
、
こ
の
意
、
こ
の
理
に
従
う
な
ら
ば
答
え
よ
」

「
誓
い
を
此
処
に
。
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我
は
常
世
総
て
の
善
と
成
る
者
、

　
我
は
常
世
総
て
の
悪
を
敷
く
者
」

　
そ
し
て
、
此
処
で
少
女
が
重
ね
て
詠
唱
を
加
え
る
。

「
さ
れ
ど
汝
は
そ
の
眼
を
混
沌
に
曇
ら
せ
侍
る
べ
し
。

　
汝
、
狂
乱
の
檻
に
囚
わ
れ
し
者
。

　
我
は
そ
の
鎖
を
手
繰
る
者
─
─
」　
　

　
少
女
が
紡
ぐ
は
狂
化
の
一
節
、
こ
れ
か
ら
喚
ば
れ
る
者
の
理
性
を
封
じ
、
し
か
し
そ
の
代
償
を
以
て

し
て
狂
気
に
よ
る
強
化
を
さ
せ
る
追
加
詠
唱
だ
。

「
汝
、
三
大
の
言
霊
を
纏
う
七
天
、
抑
止
の
輪
よ
り
来
た
れ
、
天
秤
の
守
り
手
よ
─
─
─
!
」

　
奔
流
が
爆
発
し
、
彼
ら
は
視
界
を
一
瞬
だ
け
眩
し
い
光
に
抗
す
る
よ
う
に
、
瞼
と
腕
で
覆
う
。

　
し
か
し
、
彼
ら
が
再
び
目
を
向
け
る
と
、
そ
こ
に
は
強
大
な
力
を
纏
っ
た
六
騎
の
英
霊
が
跪
い
て
い

た
。

　
彼
ら
は
口
を
揃
え
て
、
六
人
に
向
け
て
問
う
た
。

「
我
ら
〝
銀
〞
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
六
騎
、
召
喚
に
応
じ
参
上
致
し
ま
し
た
。
問
お
う
、
貴
方
が
我
ら
の
マ

ス
タ
ー
か
?
」

　
か
く
し
て
、
七
騎
の
〝
銀
〞
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
召
喚
さ
れ
、
黒
と
赤
の
熾
烈
な
戦
い
に
、
更
に
混

沌
を
も
た
ら
し
て
い
く
。
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第
一
話
　
銀
の
陣
営
　
其
の
一

　　
召
喚
さ
れ
た
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
を
前
に
、
俺
─
─
神
之
宮
勇
季
は
全
身
が
震
え
て
い
る
の
を
抑
え
ら
れ

な
か
っ
た
。
　

　
俺
の
目
の
前
に
は
、
人
類
史
に
名
を
残
し
た
名
だ
た
る
英
霊
─
─
そ
の
写
し
身
で
あ
る
六
騎
の
サ
ー

ヴ
ァ
ン
ト
が
跪
い
て
い
る
。

「
さ
て
、
で
は
誰
が
誰
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
で
あ
る
か
、
確
認
し
て
い
く
と
し
よ
。
─
─
善
次
郎
殿
」

　
俺
た
ち
よ
り
先
に
〝
銀
〞
の
セ
イ
バ
ー
を
召
喚
し
た
、
銀
の
陣
営
の
代
表
で
あ
る
ア
ー
ノ
ル
ド
・

ベ
ッ
グ
マ
ン
は
、
金
髪
を
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
に
纏
め
た
端
正
な
顔
立
ち
で
笑
み
を
浮
か
べ
、
互
い
の
主
従

の
確
認
を
促
し
た
。

「
ほ
ほ
ほ
、
先
ず
は
儂
か
」

　
そ
う
言
っ
て
先
ず
歩
み
出
た
の
は
、
六
人
の
中
で
最
も
ベ
ッ
グ
マ
ン
に
近
い
位
置
に
い
た
、
細
く
老

い
た
髭
面
の
修
験
僧
の
格
好
を
し
た
男
、
滝
川
善
次
郎
で
あ
る
。
　

　
日
本
に
古
来
か
ら
続
く
、
銀
瞳
の
一
族
で
も
異
端
に
近
い
独
自
の
魔
術
体
系
を
継
い
だ
彼
は
、
此
処

に
い
る
七
人
の
マ
ス
タ
ー
の
中
で
は
最
も
年
長
で
、
銀
の
陣
営
に
お
け
る
マ
ス
タ
ー
の
一
人
で
あ
る
と

同
時
に
、
御
意
見
番
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
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中
々
に
頼
も
し
く
思
え
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
顔
に
似
合
わ
ぬ
ス
ケ
ベ
な
好
好
爺
だ
が
。

「
儂
と
パ
ス
が
繋
が
っ
て
お
る
の
は
…
…
お
お
、
そ
な
た
か
」

　
善
次
郎
に
応
え
る
よ
う
に
歩
み
寄
っ
た
の
は
、
身
長
が
軽
く
二
メ
ー
ト
ル
以
上
は
あ
る
で
あ
ろ
う
、

見
事
な
糸
威
し
の
大
鎧
に
身
を
包
ん
だ
大
男
だ
っ
た
。

　
彼
は
身
の
丈
以
上
に
巨
大
な
和
弓
を
、
右
腕
よ
り
も
筋
肉
で
肥
大
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
長
い
左
腕
に

携
え
、
腰
に
は
こ
れ
ま
た
業
物
ら
し
い
大
太
刀
を
履
い
て
い
る
。

　
鎧
を
着
込
ん
で
も
解
る
ぐ
ら
い
に
鍛
え
ら
れ
た
筋
肉
質
の
肉
体
は
存
在
し
て
い
る
だ
け
で
威
圧
感

が
伝
わ
っ
て
く
る
。

「
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
、
〝
銀
〞
の
ア
ー
チ
ャ
ー
。
真
名
を
源
〝
鎮
西
八
郎
〞
為
朝
、
召
喚
に
応
じ
参
上
し

た
。
…
…
さ
て
、
妖
術
使
い
の
老
爺
よ
、
貴
様
が
矮
小
な
る
身
で
俺
を
召
喚
し
た
不
届
き
者
か
」

　
源
為
朝
と
名
乗
っ
た
〝
銀
〞
の
ア
ー
チ
ャ
ー
は
、
太
く
、
威
圧
す
る
よ
う
な
声
で
善
次
郎
に
問
う
た
。

　
周
り
に
居
る
だ
け
の
俺
や
他
の
マ
ス
タ
ー
た
ち
は
、
ま
る
で
怪
物
に
睨
ま
れ
た
か
の
よ
う
に
身
動
き

が
取
れ
ず
に
怯
む
中
で
、
真
正
面
か
ら
圧
を
受
け
て
い
る
筈
の
善
次
郎
は
、
そ
よ
風
に
撫
で
ら
れ
た
程

度
と
で
も
い
う
よ
う
に
飄
々
と
し
て
い
た
。

「
ほ
っ
ほ
っ
ほ
、
流
石
は
日
本
一
の
武
人
じ
ゃ
の
う
、
頼
も
し
い
限
り
じ
ゃ
な
」

　
何
時
も
通
り
の
態
度
で
右
手
を
差
し
出
す
善
次
郎
に
、
〝
銀
〞
の
ア
ー
チ
ャ
ー
は
先
程
か
ら
放
っ
て

い
た
威
圧
感
を
引
っ
込
め
る
と
、
差
し
出
さ
れ
た
右
手
を
握
り
返
し
て
憚
る
こ
と
な
く
大
声
で
豪
快
に
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笑
っ
た
。

「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
!
　
貴
様
、
妖
術
使
い
に
し
て
は
中
々
や
る
よ
う
で
は
な
い
か
。
態
々
こ
の
俺

を
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と
し
て
喚
ん
だ
の
だ
。
そ
の
く
ら
い
の
肝
が
座
っ
て
な
け
り
ゃ
ぁ
、
そ
の
素
っ
首
跳

ね
て
座
に
帰
っ
て
い
た
ぞ
!
」

　
為
朝
は
一
通
り
笑
う
と
、
元
の
立
ち
位
置
に
戻
る
善
次
郎
の
側
に
控
え
た
。

　
あ
ん
な
に
も
堂
々
と
相
手
に
対
し
て
面
と
「
面
白
く
な
か
っ
た
ら
殺
し
た
」
な
ど
と
言
う
と
は
、
恐

ろ
し
い
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
だ
が
、
そ
れ
を
意
に
も
介
さ
な
い
善
次
郎
の
方
に
、
勇
季
は
あ
る
種
の
怖
さ
を

感
じ
て
い
た
。

　　
…
…

　「
さ
て
、
次
は
白
英
か
」

　
次
に
、
善
次
郎
の
隣
に
い
た
道
服
の
女
性
、
劉
・
白
英
が
呼
ば
れ
た
。

　
白
英
は
古
代
中
華
に
お
け
る
女
性
の
道
士
で
あ
る
坤
道
を
代
々
輩
出
し
て
き
た
と
い
う
道
教
の
名

家
の
出
身
で
あ
り
、
様
々
な
効
果
を
持
つ
薬
の
作
成
に
長
け
た
錬
丹
術
や
、
死
体
を
操
る
『
僵
戸
』
の

術
を
専
門
と
す
る
女
性
だ
。

　
黙
っ
て
化
粧
で
も
し
て
い
れ
ば
普
通
に
美
人
で
あ
る
筈
の
彼
女
だ
が
、
睫
毛
の
長
い
目
の
下
に
は
大
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き
て
真
っ
黒
な
隈
が
目
立
ち
、
細
い
顔
立
ち
も
頬
が
痩
け
て
い
て
、
女
性
と
し
て
は
色
々
と
台
無
し

だ
っ
た
。

　
純
白
に
蒼
で
彩
ら
れ
た
道
服
に
身
を
包
ん
だ
、
腰
ま
で
届
く
艶
の
あ
る
黒
い
長
髪
の
彼
女
が
善
次
郎

に
倣
っ
て
前
に
出
る
と
、
先
程
と
同
じ
よ
う
に
、
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
中
か
ら
一
人
が
歩
み
出
て
き
た
。

「
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
、
〝
銀
〞
の
キ
ャ
ス
タ
ー
。
姓
名
を
陳
宮
、
字
を
公
台
、
召
喚
に
応
じ
参
上
致
し
ま
し

た
。
貴
女
が
マ
ス
タ
ー
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
な
?
」

　
そ
う
問
う
た
〝
銀
〞
の
キ
ャ
ス
タ
ー
は
、
褐
色
の
肌
に
眼
鏡
を
か
け
た
、
漢
の
時
代
の
礼
服
に
身
を

包
ん
だ
紫
髪
の
男
で
あ
っ
た
。

　
如
何
に
も
古
代
中
華
の
軍
師
然
と
し
た
格
好
の
キ
ャ
ス
タ
ー
に
、
白
英
は
黒
髪
で
隠
れ
た
顔
に
笑
み

を
浮
か
べ
て
答
え
た
。

「
え
、
え
え
…
…
そ
う
よ
…
…
き
、
キ
ャ
ス
タ
ー
。
…
…
貴
方
に
は
…
…
私
た
ち
の
陣
営
の
、
ぜ
、
全
体

的
…
…
な
作
戦
立
案
、
を
ぉ
お
願
い
す
る
、
わ
…
…
ね
」

　
白
英
の
、
日
頃
か
ら
の
不
安
定
な
声
色
と
喋
り
方
に
対
し
て
、
キ
ャ
ス
タ
ー
は
嫌
と
も
思
っ
て
い
な

い
よ
う
だ
。

「
成
る
ほ
ど
、
な
ら
ば
軍
師
と
し
て
腕
の
発
揮
し
が
い
が
あ
り
ま
す
な
。
こ
う
し
て
召
喚
さ
れ
た
の
も

一
つ
の
縁
。
末
永
く
お
付
き
合
い
い
た
し
ま
し
ょ
う
」

　
そ
う
快
く
白
英
に
従
っ
た
キ
ャ
ス
タ
ー
は
、
ア
ー
チ
ャ
ー
と
善
次
郎
と
は
異
な
り
、
軍
師
と
し
て
白
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英
と
共
に
ベ
ッ
グ
マ
ン
の
側
に
着
い
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
次
は
僕
か
ぁ
、
へ
へ
へ
」

　
そ
う
言
っ
て
軽
く
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
つ
つ
前
に
躍
り
出
た
の
は
、
銀
の
陣
営
で
も
特
に
優
れ
た
ヴ
ィ

ン
ツ
ベ
ル
ン
家
の
跡
取
り
で
あ
る
、
俊
英
シ
ュ
ル
ク
ー
ザ
・
デ
・
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ヴ
ィ
ン
ツ
ベ
ル
ン
だ
。

　
ま
だ
十
三
に
な
っ
た
ば
か
り
の
彼
の
家
系
は
、
古
く
は
ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン
と
近
し
い
一
族
だ
っ
た
ら

し
い
が
、
相
当
古
い
時
代
に
袂
を
別
ち
、
ア
イ
ン
ツ
ベ
ル
ン
本
家
に
は
劣
る
も
の
の
、
各
地
の
魔
術
体

系
を
貪
欲
に
取
り
込
ん
だ
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
の
技
術
は
相
当
に
出
来
が
よ
く
、
跡
取
り
で
あ
る
シ
ュ
ル

ク
ー
ザ
自
身
も
、
片
親
が
ホ
ム
ン
ク
ル
ス
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
そ
ん
な
暢
気
な
少
年
の
前
に
立
っ
た
の
は
、
古
い
警
察
官
の
服
装
の
よ
う
な
黒
い
制
服
に
身
を
包
ん

だ
青
年
だ
っ
た
。

　
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
と
言
う
よ
り
も
、
極
東
か
ら
拉
致
さ
れ
た
公
務
員
と
言
わ
れ
て
も
信
じ
て
し
ま
い
そ

う
な
外
見
の
、
黒
髪
で
整
っ
た
顔
立
ち
の
彼
は
、
暗
い
オ
ー
ラ
を
放
ち
な
が
ら
シ
ュ
ル
ク
ー
ザ
を
前
に

口
を
開
い
た
。

「
…
…
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
、
〝
銀
〞
の
ラ
イ
ダ
ー
と
申
し
ま
す
。
故
あ
っ
て
真
名
は
明
か
せ
ま
せ
ん
が
、
一

応
は
〝
村
正
〞
と
覚
え
て
お
い
て
頂
き
た
い
」

　
あ
ま
り
に
丁
寧
す
ぎ
る
ほ
ど
の
態
度
の
ラ
イ
ダ
ー
─
─
村
正
に
、
シ
ュ
ル
ク
ー
ザ
は
幼
い
な
が
ら
に

何
や
ら
む
ず
痒
い
も
の
を
感
じ
た
。
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「
う
ー
ん
、
別
に
真
名
は
後
で
聞
く
け
ど
さ
ぁ
、
君
っ
て
何
で
そ
ん
な
に
暗
い
の
?
」

　
シ
ュ
ル
ク
ー
ザ
の
問
い
に
、
ラ
イ
ダ
ー
は
暗
黒
の
よ
う
な
オ
ー
ラ
を
放
ち
な
が
ら
、
こ
れ
ま
た
丁
寧

に
応
え
る
。

「
い
え
、
こ
れ
は
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
が
召
喚
さ
れ
る
時
に
、
全
盛
期
の
頃
が
喚
ば
れ
る
の
が
原
因
で
し
ょ

う
。
自
分
も
明
る
い
と
き
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
頃
が
選
ば
れ
た
の
も
何
か
の
縁
な
の
で
し
ょ

う
」

「
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
ぬ
…
…
そ
う
だ
な
ぁ
、
取
り
合
え
ず
、
笑
っ
て
み
た
ら
ど
う
か
な
?
」

　
何
気
な
い
言
葉
に
、
ラ
イ
ダ
ー
は
暫
し
考
え
込
ん
だ
風
だ
っ
た
。

　
一
体
何
を
悩
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
シ
ュ
ル
ク
ー
ザ
が
思
っ
て
い
る
と
、
何
か
を
決
心
し
た
の
か
、

ラ
イ
ダ
ー
自
分
の
中
で
は
普
通
の
笑
顔
を
作
っ
た
。

「
で
は
…
…
こ
れ
で
ど
う
で
し
ょ
う
か
」

「
─
─
─
─
─
ッ

?!??!?!!?
」

　
か
く
し
て
、
ラ
イ
ダ
ー
の
笑
顔
を
直
視
し
て
気
絶
し
て
し
ま
っ
た
シ
ュ
ル
ク
ー
ザ
を
介
抱
し
な
が

ら
、
表
情
を
笑
み
か
ら
戻
し
た
ラ
イ
ダ
ー
を
横
目
に
、
ベ
ッ
グ
マ
ン
が
次
を
促
し
た
。

　　
…
…
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ヴ
ェ
ル
カ
ー
ナ
・
ミ
ハ
エ
ル
・
カ
ミ
ン
ス
キ
ー
は
、
ハ
ッ
キ
リ
と
言
っ
て
し
ま
う
な
ら
ば
こ
の
銀
の

陣
営
に
居
る
べ
き
人
間
で
は
な
い
。

　
確
か
に
、
彼
の
左
目
は
銀
の
瞳
が
輝
い
て
い
る
が
、
し
か
し
、
彼
の
一
族
は
歴
史
あ
る
銀
瞳
の
一
族

な
ど
で
は
な
か
っ
た
。

　
ミ
ハ
エ
ル
の
先
祖
は
帝
政
ロ
シ
ア
の
時
代
の
、
北
極
圏
に
程
近
い
シ
ベ
リ
ア
北
部
の
片
田
舎
で
精
霊

を
使
役
す
る
魔
術
を
行
使
す
る
家
系
だ
っ
た
。

　
高
々
五
代
続
い
た
程
度
の
家
系
で
は
、
魔
術
回
路
の
質
だ
っ
て
そ
こ
ま
で
優
秀
で
は
な
か
っ
た
彼
の

人
生
が
変
わ
っ
た
の
は
、
彼
が
生
ま
れ
た
そ
の
瞬
間
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
彼
の
左
目
は
、
ご
く
稀
に
起
こ
る
と
い
う
も
の
で
、
藍
色
瞳
の
父
と
、
エ
メ
ラ
ル
ド
色
の
瞳
の
母
の

間
か
ら
左
の
瞳
が
銀
の
自
分
が
生
ま
れ
た
…
…
そ
れ
だ
け
な
ら
ば
遺
伝
子
に
ま
つ
わ
る
突
然
変
異
程

度
と
考
え
る
だ
け
で
済
ん
だ
だ
ろ
う
。

　
し
か
し
現
実
は
そ
う
な
ら
ず
、
ヴ
ェ
ル
カ
ー
ナ
は
こ
の
銀
瞳
の
一
族
に
見
出
だ
さ
れ
た
の
だ
が
、
今

は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
お
く
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
か
。

　
紆
余
曲
折
あ
っ
て
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
仕
事
を
請
け
負
う
よ
う
に
な
っ
た
ヴ
ェ
ル
カ
ー
ナ
は
、
普
段
通

り
の
着
崩
し
た
野
戦
服
の
格
好
の
ま
ま
で
歩
み
出
た
。

　
目
の
前
に
歩
み
出
て
き
た
の
は
、
こ
れ
ま
た
大
柄
な
体
躯
の
背
中
に
大
太
刀
を
背
負
っ
た
、
猛
禽
類

を
思
わ
せ
る
外
套
と
眼
を
持
つ
老
人
だ
っ
た
。
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し
か
し
、
ヴ
ェ
ル
カ
ー
ナ
の
才
覚
は
彼
が
善
次
郎
な
ど
と
は
比
べ
ら
れ
な
い
、
ベ
ク
ト
ル
の
違
う
恐

ろ
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
。

「
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
、
〝
銀
〞
の
ア
サ
シ
ン
、
名
を
梟
と
言
う
。
召
喚
に
応
じ
参
上
い
た
し
た
。
そ
な
た
が

マ
ス
タ
ー
で
良
い
の
だ
な
」

　
ア
サ
シ
ン
の
問
い
か
け
に
ヴ
ェ
ル
カ
ー
ナ
は
無
言
で
頷
い
た
。

「
ふ
む
、
そ
の
目
に
そ
の
面
、
纏
う
空
気
ま
で
、
狼
と
良
く
似
て
お
る
と
は
…
…
」

　
ヴ
ェ
ル
カ
ー
ナ
に
何
か
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
か
、
何
処
か
遠
い
何
か
を
懐
か
し
む
よ
う
な
表
情

の
ア
サ
シ
ン
は
、
そ
れ
以
上
は
声
に
出
す
こ
と
も
な
く
、
ヴ
ェ
ル
カ
ー
ナ
の
元
に
控
え
た
。

「
カ
ミ
ン
ス
キ
ー
さ
ん
が
終
わ
っ
た
の
で
、
次
は
私
で
す
ね
」

　
そ
う
言
っ
て
五
人
目
の
少
女
、
ハ
ン
ナ
・
エ
ウ
レ
カ
・
ル
ー
デ
ル
が
ヴ
ェ
ル
カ
ー
ナ
と
入
れ
替
わ
る

よ
う
に
歩
み
出
る
と
、
軍
服
に
身
を
包
ん
だ
、
若
い
男
が
歩
み
出
て
き
た
。

　
男
は
第
二
次
世
界
大
戦
頃
の
、
ド
イ
ツ
軍
が
採
用
し
て
い
た
軍
服
を
身
に
纏
っ
て
お
り
、
何
と
も
ま

あ
底
抜
け
に
明
る
そ
う
に
見
え
た
。

「
俺
は
〝
銀
〞
の
バ
ー
サ
ー
カ
ー
、
ハ
ン
ス
・
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ル
ー
デ
ル
だ
。
お
前
が
俺
の
マ
ス
タ
ー
っ

て
と
こ
だ
よ
な
。
宜
し
く
頼
む
ぜ
!
」

「
は
い
、
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
、
バ
ー
サ
ー
カ
ー
!
」

　
屈
託
な
い
笑
み
を
見
せ
る
バ
ー
サ
ー
カ
ー
と
同
じ
ぐ
ら
い
陽
気
な
ハ
ン
ナ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
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一
同
は
少
し
だ
け
拍
子
抜
け
し
た
よ
う
な
感
覚
に
陥
っ
た
。

　
元
来
、
バ
ー
サ
ー
カ
ー
と
い
う
ク
ラ
ス
は
ス
テ
ー
タ
ス
の
低
さ
を
補
う
た
め
に
、
理
性
を
失
わ
せ
、
代

わ
り
に
、
ス
テ
ー
タ
ス
の
底
上
げ
す
る
ク
ラ
ス
な
の
だ
が
、
こ
の
バ
ー
サ
ー
カ
ー
は
他
の
ク
ラ
ス
と
変

わ
ら
ず
に
、
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
ハ
ン
ナ
と
普
通
に
会
話
を
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、

「
と
い
う
訳
で
先
ず
は
出
撃
だ
な
!
　
行
く
ぞ
マ
ス
タ
ー
!
」

「
あ
あ
っ
、
ち
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
、
ま
だ
早
い
よ
バ
ー
サ
ー
カ
ー
!?
」

　
何
が
「
と
い
う
訳
で
」
な
の
か
、
早
速
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
ハ
ン
ナ
の
右
手
を
掴
ん
で
引
き
摺
り
な
が

ら
何
処
か
に
行
こ
う
と
す
る
バ
ー
サ
ー
カ
ー
を
、
即
座
に
善
次
郎
に
命
じ
ら
れ
た
ア
ー
チ
ャ
ー
が
羽
交

い
締
め
に
し
た
。

「
あ
、
何
だ
お
い
、
離
せ
ア
ー
チ
ャ
ー
!
　
出
撃
さ
せ
ろ
ぉ
!
」

「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
!
　
早
速
自
ら
が
先
陣
を
切
ろ
う
と
す
る
の
は
誉
れ
だ
が
、
今
は
駄
目
だ
ろ
う
が
!
」

「
え
え
い
、
ク
ソ
、
離
せ
こ
の
野
郎
!
　
頼
む
か
ら
出
撃
さ
せ
て
く
れ
ー
!
」

　
や
は
り
バ
ー
サ
ー
カ
ー
だ
な
…
…
」

　
そ
う
小
さ
な
声
で
呟
い
た
ヴ
ェ
ル
カ
ー
ナ
は
、
雁
字
絡
め
に
拘
束
さ
れ
た
バ
ー
サ
ー
カ
ー
を
見
や
り

つ
つ
、
銀
の
陣
営
最
後
の
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
勇
季
と
、
召
喚
し
て
か
ら
一
歩
も
動
か
ず
に
バ
ー
サ
ー

カ
ー
と
ア
ー
チ
ャ
ー
の
居
る
方
と
、
マ
ス
タ
ー
で
あ
る
勇
季
の
方
を
交
互
に
見
て
い
る
最
後
の
サ
ー
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ヴ
ァ
ン
ト
…
…
恐
ら
く
は
ラ
ン
サ
ー
だ
ろ
う
鎧
を
纏
っ
た
背
の
低
い
少
女
を
見
て
、
再
度
溜
め
息
を
吐

い
た
。
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